
平成23年度の取組について

資料 ２

平成2４年８月２4日

三条市地域自立支援協議会連絡調整会議



１ 連絡調整会議（事務局）について

• 12回（毎月１回）開催

• 出席者：市内相談支援事業所（４か所）及び

市担当者

• 内容

＊地域自立支援協議会（全体会）の資料調整

＊事業所情報交換会の開催に関すること

＊相談支援ケース検討会の開催に関すること

＊相談支援に関する課題の整理



２ 相談支援ケース検討会について

• ６回（隔月１回）開催

• 出席者：市内相談支援事業所（４か所）、市保健

師、県央圏域障害者地域生活支援

センター、市担当者など

• 内容

＊相談支援専門員の抱えている実際のケースに

ついて事例検討

＊検討を通した、相談支援専門員のスキルの向上

（支援方法の振り返りや社会資源の活用についての検討など）

＊検討結果から見えてきた相談支援の課題の整理



３ 事業所情報交換会について（１）

• １回（11月30日）開催

• 出席者：市内障がい福祉サービス事業者等

• 運営：連絡調整会議

• 内容

＊平成23年度 第1回地域自立支援協議会の内容

について情報共有

＊日中一時支援の利用ニーズや土日祝日のサービ

ス提供に関すること、他サービスへの移行状況に

ついて情報交換



３ 事業所情報交換会について（２）

【就労支援サービス事業所情報交換会】

• 14回（月１～２回）開催

• 出席者：就労に関する支援を行う市内障がい福祉

サービス事業者のサービス管理責任者等

• 運営：出席者による自主運営

• 内容

＊就労に特化した、情報交換・情報共有

＊各施設の現状や課題の整理



４ その他

市内の児童が多く通う月ヶ岡特別支援学校卒業後の

進路選択について、関係機関で情報交換の機会を設定

⇒『障がい福祉サービス事業所に関する情報交換会』

を開催（7月25日）

・出席者：月ヶ岡特別支援学校進路指導担当、市内障が

い福祉サービス事業所

• 運営：連絡調整会議

• 内 容

＊来年度の事業所の空き情報、進路希望状況について情報
交換



（１） 相談件数の推移

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

身 体 51 60 49 114 41 68 56 48 57 47 80 79 750 

知 的 196 174 167 192 186 206 152 149 137 156 209 148 2,072 

精 神 158 146 103 80 104 97 83 109 70 135 92 73 1,250 

発 達 4 11 8 0 64 13 0 0 6 5 1 2 114 

重 心 0 3 4 6 4 0 2 2 1 1 1 2 26 

高次脳 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 

その他 7 7 21 19 7 18 2 1 7 16 18 8 131 

合計 416 401 352 411 406 404 295 309 278 360 401 312 4,345 
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※「その他」とは、障がい手帳をお持ちでない方や自立支援医療（精神通院）を受けていない方を含む。

■相談件数は知的障がい、精神障がい、身体障がいの順に多い傾向にあります。
■相談件数の最も多い知的障がいは、全体の約４８％を占めています。
■発達障がい、重症心身障がい、高次脳機能障がい、その他※は全体の約６％
で相談件数は少ない傾向にあります。

５ 相談支援活動の状況



（２） 相談件数の比較

■相談件数を比較すると、平成22度に比べ、身体障がい、精神障がいが増加して
います。

身 体 知 的 精 神 発 達 重 心 高次脳 その他 合計

H22 587 2,407 1,226 255 29 14 112 4,630 

H23 750 2,072 1,250 114 26 2 131 4,345 
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■身体障がい 障がい福祉サービスの利用に関する相談が多い傾向にあります。次
いで、不安の解消・情緒不安定に関する相談が続きます。

■知的障がい 障がい福祉サービスの利用に関する相談が多く、全体の約２５％を
占めいています。次いで、生活技術に関する相談が続きます。

■精神障がい 不安解消・情緒不安定に関する相談が多い傾向にあります。次い
で、

障がい福祉サービスの利用に関する相談が続きます。

■発達障がい 障がい福祉サービスの利用に関する相談が多い傾向にあります。次
いで、健康・医療に関する相談が続きます。

※重症心身障がい、その他は、障がい福祉サービスの利用に関する相談が多い傾向にあ
ります。

※その他は、障がいや病状の理解・就労に関する相談・健康・医療に関する相談も多い
傾向にあります。

各障がい別・内容別の相談件数については、８～９ページに掲載しています。

（３） 相談内容の傾向



（４） 相談内容集計表
１／２

種 別

件 数

福祉サービス
の利用等に
関する支援

障がいや病状
の理解に関す
る支援

健康・医療に
関する支援

不安の解消・
情緒不安定に
関する支援

保育・教育に
関する支援

家族関係・
人間関係に
関する支援

身 体 303 3 59 199 3 10 

知 的 1,081 46 187 160 2 105 

精 神 375 45 216 408 1 42 

発 達 63 7 10 8 0 4 

重 心 25 0 0 0 0 0 

高次脳 0 0 0 0 0 0 

その他 45 17 18 8 0 3 

計 1,892 118 490 783 6 164 



２／２

種別

件 数

家系・経済に
関する支援

生活技術に
関する支援

就労に関する
支援

社会活動・
余暇活動に
関する支援

権利擁護に
関する支援

その他

身 体 23 74 8 54 1 13 

知 的 87 199 32 15 129 29 

精 神 31 44 37 45 0 6 

発 達 3 6 7 0 6 0 

重 心 1 0 0 0 0 0 

高次脳 1 0 0 0 0 1 

その他 6 10 12 1 4 7 

計 152 333 96 115 140 56 



■障がい種別に応じた月平均実人数の割合です。
■１か月単位で最も相談人数が多いのは知的障がい者で、
４５．３３人となります。

■高次脳機能障がい児は０人／月です。

（５） 月平均相談回数

■平均相談回数の多い順から身体障がい、知的障がい、
発達障がい、精神障がいと続きます。

■平均回数が最も多い身体障がいは３．４６回です。

平均相談回数（月単位）＝
延べ相談件数の合計

相談実人数（月単位）の合計

○算出式

（６） 月平均相談実人数
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（７） 相談対応の実績 ■対応回数は関係機関（病院・保健所・施設等）との連携、電話相談の順に多い
傾向にあります。

■支援回数の最も多い関係機関との連携は、全体の約５０％を占めています。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

訪問 80 72 60 56 83 92 85 70 58 59 65 28 808 

来所相談 108 74 72 50 59 72 33 43 26 48 52 57 694 

同行 15 10 17 12 12 16 10 9 10 3 5 12 131 

電話相談 202 195 144 126 139 153 112 112 119 171 185 121 1,779 

手紙 0 0 1 5 0 11 1 0 0 0 0 1 19 

電子メール 1 10 0 0 2 0 25 22 23 10 42 55 190 

個別支援会議 24 22 36 25 25 31 17 36 20 29 16 31 312 

関係機関 352 319 363 373 378 280 261 288 335 403 400 302 4,054 

その他 21 13 25 2 10 18 10 6 6 14 5 17 147 
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（８） 相談対応の比較 ■対応を比較すると、障がい種別に関わらず、個別支援会議と電話相談が大部分
を占めています。

■精神障がいは他と比べ、来所相談の割合が大きいことが特徴です。

身 体 知 的 精 神 発 達 重 心 高次脳 その他 合計

訪問 124 500 144 6 3 1 30 808 

来所相談 13 303 342 16 1 0 19 694 

同行 16 91 13 5 1 0 5 131 

電話相談 224 827 641 29 12 0 46 1,779 

手紙 4 7 8 0 0 0 0 19 

電子メール 169 0 21 0 0 0 0 190 

関係機関 49 196 47 7 8 1 4 312 

個別支援会議 601 2,331 904 86 30 1 101 4,054 

その他 42 61 39 1 2 0 2 147 

合計 1,242 4,316 2,159 150 57 3 207 8,134 
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